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施
政
方
針

で
の
幼
児
教
育
の
無
償
化
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま

ん
の
う
町
に
お
い
て
も
3
才
児
か
ら
5
才
児

の
保
育
料
は
無
償
と
し
ま
す
。

　
子
ど
も
と
保
護
者
の
支
援
と
し
て
、
早
期

支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
「
多
夢
」
、
適
応
支
援

セ
ン
タ
ー
「
育
夢
」
、
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

「
来
夢
」
か
ら
成
る
「
教
育
支
援
機
構
」
が

連
携
し
、
多
面
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
順

次
実
施
し
て
い
る
小
学
校
施
設
の
大
規
模
改

修
に
つ
い
て
は
、
31
年
度
に
仲
南
小
学
校
の

２
期
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
琴
南
小
学

校
の
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
高
篠
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
耐
震
性
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
建
替
工

事
に
向
け
て
、
31
年
度
に
、
地
域
の
方
と
協

議
を
重
ね
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
人
権
尊
重
の
社
会
を
実
現
す
る
為
、
部
落

差
別
解
消
法
、
障
害
者
差
別
解
消
法
、
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法
に
よ
り
引
き
続
き
差
別

の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
し
て
は
、
中
讃
地

区
２
市
３
町
の
圏
域
内
で
第
２
次
定
住
自
立

圏
構
想
に
よ
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
推
進
と
女
性
活
躍
推
進
の
為
の
連
携
・
協

働
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
と

し
て
、
台
湾
の
屏
東
（
へ
い
と
う
）
大
学
と

の
交
流
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
文
化
振
興
と
し
て
「
綾
子
踊
」
を
は
じ
め

と
す
る
「
風
流
」
グ
ル
ー
プ
の
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
登
録
及
び
満
濃
池
の
国
の
名
勝

指
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
各
種
検
診
の
受
診
率
や
接
種
率
を
向
上
さ

せ
、
病
巣
の
早
期
発
見
や
治
療
に
繋
げ
、
罹

患
に
よ
る
重
篤
化
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
産
後
の
初
期
段
階
に
お
け
る
母
子
に
対
す

る
支
援
強
化
と
し
て
、
新
た
に
「
産
婦
健
康

診
査
事
業
」「
産
後
ケ
ア
事
業
」
を
実
施
し
、

産
後
う
つ
の
予
防
や
新
生
児
へ
の
虐
待
予
防

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
乳
児
院
や
児
童
養
護

施
設
と
契
約
し
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
と
し
て
、
働
く
世
代
の
男

性
を
対
象
に
「
緊
急
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
」、

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
な
ど
に
「
風
し
ん
予

防
接
種
費
用
助
成
事
業
」
を
新
た
に
実
施
し

ま
す
。

　
防
災
・
減
災
へ
の
施
策
と
し
て
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
発
生
が
近
い
将
来
、
確
実
に
起

き
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
、
町
道
に
架
か
る
橋
梁
の
長
寿
命
化
整

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
公
共
施
設
ご
と
に
個

別
計
画
を
策
定
し
、
長
寿
命
化
対
策
や
、
維

持
管
理
・
運
営
コ
ス
ト
の
最
適
化
を
図
り
ま

す
。
補
助
事
業
と
し
て
31
年
度
よ
り
新
た
に

「
民
間
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
補
助
事
業
」、

「
ま
ん
の
う
町
災
害
応
急
対
策
事
業
」
を
実

施
し
、
事
故
の
防
止
や
被
災
者
の
保
護
と
生

活
の
安
定
を
図
り
ま
す
。
31
年
度
に
は
総
合

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
へ
の
配
布
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
に
策
定
し
た
ま
ん
の
う
町
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
総
合
戦
略
に
お

け
る
「
人
口
減
少
の
抑
制
」、「
町
内
産
業
の

活
性
化
」、「
交
流
人
口
の
拡
充
」、「
地
域
の

財
産
で
あ
る
森
・
水
・
農
業
の
有
効
活
用
」、

「
転
出
を
食
い
止
め
転
入
希
望
者
に
選
ば
れ

る
定
住
施
策
の
推
進
」
と
い
う
５
つ
の
ま
ん

の
う
町
が
抱
え
る
克
服
す
べ
き
課
題
に
対
し

て
、
最
終
年
度
で
あ
る
平
成
31
年
度
で
着
実

な
成
果
を
追
求
し
、
次
の
段
階
へ
繋
げ
ま
す
。

　
本
年
は
約
２
百
年
ぶ
り
に
天
皇
陛
下
の
ご

退
位
及
び
皇
太
子
殿
下
の
ご
即
位
が
同
時
に

行
わ
れ
、
新
元
号
へ
改
正
さ
れ
る
歴
史
的
な

１
年
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
、
平
成
31
年
度
、
新
元
号
元
年
を
、

引
き
続
き
全
力
で
町
政
運
営
に
取
り
組
み
、

町
の
活
性
化
に
向
け
て
出
来
る
限
り
多
く
の

住
民
の
方
や
町
内
の
各
分
野
で
活
動
頂
い
て

い
る
団
体
・
組
織
の
方
々
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
豊
か
な
住
民
生
活

と
個
性
溢
れ
る
多
様
な
地
域
づ
く
り
、
希
望

と
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し

た
「
元
気
ま
ん
ま
ん
ま
ん
の
う
町
、
改
革
と

協
働
、
輝
き
の
ま
ち
づ
く
り
」
実
現
の
為
、

《
括
弧
不
抜
（
か
っ
こ
ふ
ば
つ
）》
の
気
持
ち

を
持
っ
て
、
渾
身
の
努
力
を
傾
注
す
る
決
意

で
す
。

　
町
の
７
割
の
面
積
を
占
め
る
森
林
の
荒
廃

を
防
ぐ
た
め
、
林
道
整
備
、
復
旧
治
山
事
業
、

治
山
施
設
整
備
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
、
合
併
浄
化
槽
整

備
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
へ

の
助
成
制
度
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ご

み
の
減
量
化
と
再
資
源
化
に
も
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
満
濃
南
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
舎
に
保
育
所

を
統
合
し
た
園
舎
に
つ
い
て
は
、
31
年
度
に

基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
10
月
か
ら
は
、
３
才
児
か
ら
５
才
児
ま

②
心
豊
か
な

　
　

人
材
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

④
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

⑤
誰
も
が
安
心
・
快
適
に

　
　
　
　
　

住
め
る
ま
ち
づ
く
り

①
自
然
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

③
す
べ
て
の
人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

平成31年平成31年
第1回まんのう町議会定例会で第1回まんのう町議会定例会で

栗田町長が述べた栗田町長が述べた
施政方針について施政方針について

主な事業や施策の概要を主な事業や施策の概要を
掲載します。掲載します。

施政方針
平成31年度

（要旨）

平成31年
第1回まんのう町議会定例会で

栗田町長が述べた
施政方針について

主な事業や施策の概要を
掲載します。
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施
政
方
針

ん
で
行
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

旧
琴
南
中
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
高
齢
者
宅

配
弁
当
」、「
い
き
い
き
運
動
塾
」
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
利
用
者
の
要
望
を
取
り
入
れ
な

が
ら
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
29
年
度
は

２
千
万
円
を
超
え
る
状
況
で
し
た
が
、
返
礼

品
は
寄
附
額
の
３
割
以
内
と
い
う
国
の
通
達

も
あ
り
、
30
年
度
は
、
約
１
千
７
百
万
円
の

見
込
み
で
す
。
寄
附
金
額
の
向
上
を
図
る
為
、

返
礼
品
の
品
目
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
な
が
ら
県
内
外
に
情
報

発
信
し
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ
い

て
は
、
昨
年
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た

「
ま
ん
の
う
町
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
ろ

く
さ
ん
会
館
）」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
６
次
産
業

化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
に
つ
い
て
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
「
ひ
ま
わ
り
オ
イ
ル
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
、

香
川
県
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
県
知
事
賞
を
、

優
良
ふ
る
さ
と
食
品
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

県
内
で
は
初
と
な
る
最
優
秀
の
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
更

な
る
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
県
内
外
へ
ア
ピ
ー
ル

し
ま
す
。

　
ま
た
、
開
花
時
期
に
は
、
ひ
ま
わ
り
栽
培

の
中
心
地
で
あ
る
帆
山
の
写
真
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

多
数
投
稿
さ
れ
て
お
り
、
恒
例
の
「
ひ
ま
わ

り
祭
り
」
と
同
時
開
催
予
定
の
「
全
国
ひ
ま

わ
り
オ
イ
ル
サ
ミ
ッ
ト
」
と
併
せ
、
今
後
も

町
の
認
知
度
ア
ッ
プ
、
賑
わ
い
創
出
に
貢
献

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
薬
草
や
か
り
ん
な
ど
に
つ
い
て
も
販
売
網

を
確
保
や
調
査
研
究
を
す
る
な
ど
、
新
た
な

展
開
を
目
指
し
ま
す
。

　
高
齢
者
等
買
物
支
援
事
業
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
琴
南
・
仲
南
地
区
で
の
移
動
販
売
車

運
行
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、
31
年
度
か

ら
は
住
民
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
き
、
満
濃

地
区
で
も
移
動
販
売
車
の
運
行
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
消
費
税
増
税
に
合
わ
せ
て

国
が
実
施
予
定
し
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
発
行
事
業
に
も
参
画
し
、
通
常
、
町
が

行
っ
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と
は
別
に

事
業
展
開
を
す
る
予
定
で
す
。

　
琴
南
地
区
に
つ
い
て
は
、
琴
南
総
合
セ
ン

タ
ー
新
築
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
地
域
住

民
の
方
を
中
心
に
検
討
部
会
を
立
ち
上
げ
、

検
討
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
集
会
施
設
の
ほ

か
役
場
出
張
所
、
内
科
診
療
所
、
消
防
団
屯

所
を
併
設
す
る
複
合
施
設
と
し
て
建
築
す
る

予
定
で
す
。

　
仲
南
地
区
に
つ
い
て
は
、
仲
南
支
所
の
周

辺
整
備
事
業
が
、
最
終
年
度
を
迎
え
、
駐
車

場
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。
各
駐
車
場
が
一

体
的
に
利
用
で
き
る
と
と
も
に
、
行
事
開
催

時
の
駐
車
場
不
足
が
解
消
さ
れ
る
事
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
仲
南
支

所
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
８
月
を
め

ど
に
教
育
委
員
会
事
務
局
が
仲
南
支
所
内
へ

移
転
し
、「
教
育
と
文
化
の
杜
（
も
り
）」
と

し
て
、
教
育
機
関
の
集
約
化
・
連
携
強
化
と

施
設
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
満
濃
地
区
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
の
著
し

い
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模

改
修
の
実
施
設
計
を
行
い
、
32
年
度
の
工
事

着
工
を
目
指
し
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
と
し
て
は
、
昨
年
末
か
ら

今
年
に
か
け
て
町
内
で
３
名
の
死
亡
事
故
が

発
生
し
て
お
り
、
引
き
続
き
交
通
安
全
意
識

の
啓
発
と
事
故
防
止
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
進
め
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一

環
と
し
て
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証

明
書
な
ど
が
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
休
日
や

夜
間
で
も
取
得
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ

ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
、
土
地
所
有
者
な
ど
の
意
向
を
聴
き
な

が
ら
香
川
県
農
地
機
構
を
経
由
し
た
担
い
手

農
家
へ
の
農
地
集
積
を
推
進
す
る
ほ
か
、
農

地
の
利
用
状
況
の
確
認
活
動
を
行
っ
て
不
耕

作
地
の
発
生
防
止
に
努
め
、
農
地
と
農
村
環

境
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
担

い
手
の
不
足
す
る
地
域
で
は
、
集
落
営
農
法

人
の
設
立
を
県
、
Ｊ
Ａ
、
町
が
一
体
と
な
っ

て
後
押
し
し
ま
す
。

　
ひ
ま
わ
り
の
種
子
生
産
に
つ
い
て
は
、
ま

ん
の
う
ひ
ま
わ
り
振
興
協
議
会
を
中
心
と
し

て
、
一
層
の
品
質
向
上
を
目
指
し
て
作
付
け

補
助
事
業
を
実
施
し
、
31
年
度
は
、
約
20
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
作
付
け
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
「
島
ヶ
峰
地
区
そ
ば
栽
培
体
験
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
都
市
と
山
村
地
域
の
交
流
を
促

進
す
る
為
、
川
奥
地
区
に
お
い
て
「
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
駐
車
場
の
確
保
等
、

周
辺
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
は
、
引
き
続

き
農
地
へ
の
害
獣
進
入
防
止
柵
の
設
置
に
つ

い
て
補
助
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
鳥

獣
駆
除
事
業
に
よ
り
補
助
金
を
交
付
し
て
捕

獲
を
促
し
、
イ
ノ
シ
シ
等
個
体
数
の
減
少
に

努
め
ま
す
。

▼
地
方
創
生
関
係

　
現
在
、「
第
二
次
ま
ん
の
う
町
総
合
計
画
」

を
策
定
中
で
す
が
、
町
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
広
く
町
民
の
皆
様
の
意

見
を
反
映
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
第
13
回
全
国
水
源

の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
本
町
と
琴
平
町
の
共

同
で
、
11
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
水

を
取
り
巻
く
環
境
や
過
疎
の
問
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
本
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
地

域
振
興
と
活
性
化
の
為
に
、
現
在
３
名
が
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
１
名
任
期
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
新
隊
員
の
募
集
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
集
落
支
援
員
も
琴
南
地

区
の
２
名
が
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
新

た
に
採
用
し
、
引
き
続
き
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
し
て
頂
き
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、
毎
年
平

均
50
件
の
交
付
実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
若

者
住
宅
取
得
補
助
制
度
を
継
続
し
、
町
外
か

ら
の
転
入
を
促
進
し
ま
す
。
建
築
に
町
内
産

木
材
を
活
用
し
た
場
合
の
補
助
制
度
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
認
知
度
が
低
い
こ
と
か
ら
、
よ

り
地
場
産
業
の
振
興
に
繋
が
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
琴
南
地
区
の
活
性
化
方
策
に
つ
い
て
は
、

住
民
主
導
型
の
「
こ
と
な
み
未
来
会
議
」
で

引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。
31
年
度
に
は
川
東
、

中
通
地
区
を
対
象
に
、
集
落
状
況
調
査
等
を

実
施
予
定
で
す
。
旧
琴
南
中
学
校
の
利
活
用

に
つ
い
て
も
、
中
学
校
利
活
用
連
絡
会
が
協

力
し
合
い
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

⑦
健
全
で

　
　

住
民
が
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り

⑥
地
域
経
済
の
活
力
を

　
　
　
　
　

高
め
る
ま
ち
づ
く
り

平成31年
第1回まんのう町議会定例会で

栗田町長が述べた
施政方針について

主な事業や施策の概要を
掲載します。
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地
域
福
祉
計
画

ひ
ま
わ
り
オ
イ
ル
受
賞

まんのう町地域福祉計画を策定しました
　まんのう町では、地域の助け合いによる福祉（地域福祉）を推進するために、福祉・保健・医療に関する分野別

計画の最上位計画として、「元気まんまん　まんのう町　～住み慣れた地域で自分らしく安心して暮らせるまち
～」を目指し「まんのう町地域福祉計画」を策定しました。この計画では、次の４つの基本目標を掲げています。
　計画期間は、2019年から2023年の５年間です。まんのう町地域福祉計画は、公民館やまんのう町ホームページで

閲覧することができますので、ご覧になってください。 【問い合わせ先】福祉保険課　蕁73-0124

基本目標1

支え合いのこころを
大切にするまち

・地域福祉の共通の課題を、福祉分野と他の分野

で連携してすすめます。

・一人ひとりの暮らしと生きがいを大切にした

「我が事・丸ごと地域共生社会」の実現を図り

ます。

・心身ともに健康で自分らしく生きられる仕組み

づくりをすすめます。

基本目標2

福祉を支える人が
育ちあうまち

・地域福祉活動の担い手の育成を

　すすめます。

・地域福祉を推進する団体の活性化を図ります。

・福祉サービスを適切に利用できるための権利擁

護の仕組みづくりをすすめます。

基本目標3

誰も地域で
孤立しない・させないまち

・誰も地域や社会から孤立させないための取組を

すすめます。

・生活課題を包括的に相談できる場所や体制の確

立をすすめます。

・あらゆる虐待の早期発見・早期対応の仕組みづ

くりをすすめます。

基本目標4

誰も自殺に追い込まれる
ことのないまち

・生きづらさや悩みを抱えている人が気軽に相談

できる仕組みづくりをすすめます。

・自殺に対する正しい理解を深め、身近な人が出

している生きづらさのサインに気付くための研

修（ゲートキーパー研修）を実施します。

・ライフステージの変化（進路・就職の不安、育

児の不安など）に応じたこころのケアをすすめ

ます。

「まんのうひまわりオイル」が　
　平成30年度優良ふるさと食品中央コンクール（主催：
一般財団法人食品産業センター）において、香川県より
推薦を受けたまんのう町の特産品「まんのうひまわりオ
イル」（株式会社グリーンパークまんのう）が最優秀賞
の「農林水産大臣賞（国産農林産品利用部門）」を受賞
しました。同コンクールにおいて、香川県の商品が農林
水産大臣賞を受賞するのは初とのことです。
　平成30年度かがわ県産品コンクールでの「知事賞（最
優秀賞）」の受賞に引き続き、高い評価を得た「まんの
うひまわりオイル」を全国の方に知っていただく機会と
なりました。
　なお、同コンクールの表彰式は、３月12日に東海大学
校友会館（東京都千代田区）で開催されました。

受賞!!農林水産大臣賞
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成
人
式

就
学
援
助

国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上

で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で

計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
承

認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
は
、
４
月
初
め
に
再
申
請
の
用

紙
が
届
き
ま
す
。
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
方
で
、
平
成
31
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、
３
月
末
に
基
礎
年
金
番

号
等
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
平
成
31
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
。）

　
な
お
、
平
成
31
年
度
は
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を

ご
希
望
の
場
合
は
、
納
付
書
を
作
成
し
て
送
付
し
ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
善
通
寺
年
金
事
務
所
　
蕁
６
２

－

１
６
６
２

・
福
祉
保
険
課
　
　
　
　
蕁
７
３

－

０
１
２
４

・
仲
南
支
所
　
　
　
　
　
蕁
７
７

－

２
１
１
２

・
琴
南
支
所
　
　
　
　
　
蕁
８
５

－

０
１
０
１

・
美
合
出
張
所
　
　
　
　
蕁
８
４

－

２
１
１
１
　

成
式人まんのう町 のご案内

　2019年度、成人式の日程が決定しましたのでお知ら
せ致します。

▼開催日時　2020年1月12日（日）

▼受付　14:30～　　 ▼開式　15:00

▼会場　まんのう町町民文化ホール（生間415-1）

▼対象者　1999年（平成11年）4月2日から2000年（平成12
年）4月1日までに生まれた方々
【問い合わせ先】教育委員会　生涯学習課　蕁73-0108 昨年度の成人式の様子

2019年度

小・中学生への就学援助について

●生活保護法に規定する要保護者

●児童扶養手当法に基づく児童扶養手当を

　受けている方

●個人住民税が非課税の世帯の方

●地方税法第323条に基づく町民税の減免を

　受けている世帯の方

●国民健康保険法第77条に基づく保険税の

　減免または徴収猶予を受けている方

●特別な事情があり、援助の必要があると

　教育長が認める者

ご家庭の経済的な理由により、

小・中学校への就学が困難なお子様に

学用品費、給食費、修学旅行費などを

援助します。対象は次のとおりです。

　援助を希望される方は申請が必要となりますので、就学先の学校までご相談ください。

【問い合わせ先】教育委員会　学校教育課　蕁73-0108

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
つ
い
て

国

民

年

金

に

つ

い

て

の

お

知

ら

せ

〈
所
得
の
目
安
〉
1
1
8
万
円
＋｛
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円

｝
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予
防
接
種

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

　ＭＲワクチンについては、１回の接種で生み出される免疫力では
不十分な場合や、稀に免疫がついていない場合があり、２回の接種
が行われています。2期の接種期間は小学校就学前の1年間です。
　昨年より、全国的に麻しん、風しんが流行しています。麻しん、
風しんの予防や感染拡大の防止には予防接種が効果的です。
　予診票が届いたら早めに接種しましょう。
※予診票は、平成31年3月29日に住民基本台帳に住民登録がある方
に個別で郵送します。

平成31年度 麻しん・風しん（ＭＲ）2期の対象者
平成31年度対象者

接種対象期間…
　2019年（平成31年）4月1日～
　2020年（平成32年）3月31日（休診日を除く）
自己負担金…無料

年長児

　平成19年４月１日以前の生まれで、必要回数の接種が終わっていないお子さんは、20歳の誕生日
の前日までの間、日本脳炎の予防接種を受けることができます。
　今年度、18歳になる方（平成13年4月2日～平成14年4月1日生まれ）で、２期接種が完了してい
ない方は今年度中に受けましょう。一度、母子健康手帳をご確認ください。

　国連総会（平成19年12月18日開催）において、カタール王国王妃の提案により、毎年４月２日を「世界自閉症
啓発デー」とすることが決議され、全世界の人々に自閉症を理解してもらう取り組みが行われています。
　具体的には、毎年世界自閉症啓発デーの４月２日～８日を発達障害啓発週間として、シンポジウムの開催やラ
ンドマークのブルーライトアップ等の活動を行っています。
　自閉症をはじめとする発達障害について知り、理解していただくことは、発達障害のある人だけでなく、だれ
もが幸せに暮らせる社会の実現につながるものと考えています。みなさまのご理解とご支援をお願いいたします。

日本脳炎予防接種の接種差し控えの時期にあった方へ

　肺炎球菌による肺炎などの感染症を予防し重症化を
防ぎます。日本人の約３～５％の高齢者は、鼻や喉の
奥に菌が常在するといわれています。

▼平成31年度の対象者（接種費用一部助成対象者）
まんのう町に住民登録があり、①もしくは②に該当
する方でかつ、過去に一度も高齢者肺炎球菌（23
価）ワクチンを接種していない方
笊対象年齢（生年月日）

笆60歳から64歳の方で、心臓・腎臓・呼吸器の機能
に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される
程度の障害やヒト免疫不全ウイルスによる免疫の

機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を
有する方（身体障害者手帳１・２級程度の方）

▼助成回数　１回限り

▼対象期間　2019年（平成31年）4月1日～2020年（平
成32年）3月31日（休診日を除く）

▼自己負担金　2,000円
※生活保護世帯や町民税非課税世帯の方は、接種の際、
免除承認書を提示することで自己負担金が免除（無
料）になります。免除承認書は、健康増進課（かり
ん健康センター）または福祉保険課、各支所、出張
所にて申請手続きが必要です。

▼対象者への案内
過去の接種履歴（町が実施したもの）を確認し、対象
者には、接種対象者証明書（接種の際に必要）およ
び詳細内容を個別に通知しますのでご確認ください。

［注意］※過去に肺炎球菌ワクチン（23価肺炎球菌筴
膜ポリサッカライド）を接種したことのある方（自費
接種を含む）は対象外です。※少しの負担で接種でき
る機会は生涯１回限りです。
【問い合わせ先】健康増進課　蕁73-0126

平成31年度 高齢者用肺炎球菌ワクチン定期接種対象者

世界自閉症啓発デー

65歳となる方
70歳となる方
75歳となる方
80歳となる方
85歳となる方
90歳となる方
95歳となる方
100歳となる方
101歳以上の方

昭和29年4月2日生～昭和30年4月1日生
昭和24年4月2日生～昭和25年4月1日生
昭和19年4月2日生～昭和20年4月1日生
昭和14年4月2日生～昭和15年4月1日生
昭和 9 年4月2日生～昭和10年4月1日生
昭和 4 年4月2日生～昭和 5 年4月1日生
大正13年4月2日生～大正14年4月1日生
大正 8 年4月2日生～大正 9 年4月1日生
大正 8 年4月1日以前生まれ

（平成25年4月2日～26年4月1日生まれ）

予 防 接 種 の お 知 ら せ

が
ん
検
診

胃がん 子宮頸がん 乳がん
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が
ん
検
診

産
後
ケ
ア
事
業

風
し
ん
助
成

　
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
に
な
り
、

３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ん
の
う
町
民
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
も
悪
性
新

生
物
（
が
ん
）
で
す
。

①
救
命
の
効
果
が
あ
り
ま
す

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

よ
る
救
命
で
す
。

②
早
期
の
が
ん
を
発
見
で
き
ま
す

が
ん
検
診
は
自
覚
症
状
の
な
い
人
を
対
象
に
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
人
に
が
ん
が
見
つ

か
っ
た
場
合
は
、
早
期
が
ん
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
で
す
。

③
が
ん
以
外
の
病
気
も
見
つ
け
ら
れ
、
治
療
に
結

び
つ
け
ら
れ
ま
す

が
ん
に
な
る
前
段
階
の
病
変
が
見
つ
か
り
、
必

要
に
応
じ
治
療
す
る
こ
と
で
が
ん
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

④
安
心
し
て
生
活
を
続
け
ら
れ
ま
す

が
ん
検
診
で
「
異
常
な
し
」
と
判
定
さ
れ
れ
ば
、

ひ
と
ま
ず
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
で
、
が
ん
検
診
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

が
ん
検
診
の
精
度
は
1
0
0
％
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
部
位
や
種
類
に
よ
っ
て
見
つ
け
づ
ら
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
検
査
に
よ
る
身
体
的
負
担

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
が
ん
検
診
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
琴
南
・
仲
南
地
区
の
（
集
団
）
胃
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
ま
だ
お
申
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
も
受
診

で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
健
康
増
進
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
蕁
７
３

－

０
１
２
６

が
ん
検
診
の
メ
リ
ッ
ト

定
期
的
に
が
ん
検
診

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

産後ケア事業が始まります

が
ん
検
診

　
風
し
ん
の
流
行
と
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
を
予
防
す
る
た
め
、
風
し
ん
予
防

接
種
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　
予
防
接
種
時
に
、
ま
ん
の
う
町
内
に

住
所
を
有
す
る
者
で
、
香
川
県
及
び
高

松
市
が
実
施
す
る
風
し
ん
抗
体
検
査

（
※
）
を
受
け
、
風
し
ん
の
抗
体
を
有

し
て
い
な
い
又
は
抗
体
価
が
低
く
、
次

の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者

（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、

事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
者
を
含
む
。）

③
妊
娠
を
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、

事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
者
を
含
む
。）

（
※
）
香
川
県
及
び
高
松
市
が
実
施
す

る
風
し
ん
抗
体
検
査
に
つ
い
て
は
香
川

県
、
高
松
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
助
成
金
額

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
９
、
０
０
０
円

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
５
、
５
０
０
円

（
上
限
に
満
た
な
い
場
合
は
、
予
防
接

種
に
か
か
っ
た
費
用
を
助
成
し
ま
す
。）

　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
健
康
増
進

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
増
進
課
　
蕁
７
３

－

０
１
２
６

　平成31年４月１日より産後ケア事業を開始します。出産後
はホルモンの変化や育児に関する不安により、こころやから
だが不安定になりやすい時期です。この時期に一定期間、助
産所にショートステイ（宿泊）、またはデイサービス（日帰
り）で通所し母乳管理・沐浴の仕方及び赤ちゃんのお世話な
どについて具体的に指導を受けることができます。

▼利用施設
　ショートステイ…ぼっこ助産院（高松市）
　デイサービス……ぼっこ助産院（高松市）
　　　　　　　　　いけぞえ助産院（綾川町）
　　　　　　　　　松本助産院（高松市）

▼対象者　原則産後６か月までの産婦と乳児

▼申請方法　健康増進課に利用申請書を提出して
ください。
産婦一般健康診査の公費助成について
　平成31年４月１日より産婦一般健康診査の公費
助成が始まります。産後２週間、１か月には健康
診査を受け、心身の状況を確認しましょう。健康
診査受診票を使用すれば、無料で受けられます。

▼対象者　平成31年４月１日以降に母子健康手帳
を交付された妊婦
【問い合わせ先】健康増進課　蕁73-0126

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
等
の

風
し
ん
予
防
接
種
の

費
用
助
成
に
つ
い
て

平
成
31
年
４
月
１
日
よ
り
始
ま
り
ま
す

実施月日

4月15日（月）

4月16日（火）

4月18日（木）

4月19日（金）

4月26日（金）

場　所
胃がん胃がん 子宮頸がん子宮頸がん

琴南総合センター

琴南農改センター

仲南公民館

仲南公民館

仲南公民館

14:00～15:00

14:00～15:00

9:30～11:00

9:00～11:00

9:00～11:00

9:00～11:00

13:00～15:00

13:00～15:00

9:00～11:00

乳がん乳がん
検診時間

胃がん 子宮頸がん 乳がん
琴
南
・
仲
南
地
区

集
団
が
ん
検
診
の
日
程

産後ショートステイ
（宿泊）

産後デイサービス
（日帰り）

利用者負担額

町民税課税世帯 町民税非課税世帯
利用日数

原則
7日間まで

原則
7日間まで

食　事

1日3食

1日1食

1日
8,000円

1日
4,000円

1日
4,000円

1日
2,000円

（入所日・退所日はそれぞれ1日とする）

▼利用料
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　後期高齢者医療の保険料の軽減については、世代間・世代内の負担の公平化を図り、すべての方々が安心して医
療を受けられるよう、被保険者のみなさんの負担能力に応じた負担を求める観点から、今年度も引き続き見直され
ます。
　今年度からは、制度創設当初から国によって措置されてきた均等割額の軽減特例（９割軽減および8.5割軽減）
の見直しが行われます。
　今回の見直しでは、平成31年10月から介護保険料の軽減強化や年金生活者支援給付金の支給が開始されることと
あわせて実施され、可能な限り、所得の低い方への負担が生じないよう、段階的に見直しが進められるものです。

▼均等割額の軽減
　世帯の被保険者全員と世帯主の総所得金額などの合計額で軽減割合を判定します。

▼被扶養者であった方の軽減
　被保険者の資格を取得した日の前日まで被用者保険の被扶養者であった方の保険料は、激変緩和を図るため所得
割額の負担はなく、資格取得後2年を経過する月までの間に限り、均等割額が5割軽減されます。
・既に77歳に到達している方は、世帯の所得に応じた均等割軽減が適用されます。世帯の所得が一定程度ある方は、
均等割軽減は適用されません。
・76歳以下の方は、77歳に到達する前月分まで、この軽減が適用され、77歳になった月分からは、この軽減が適用
されなくなります。

▼納付について
①仮徴収（公的年金からの引き落とし）の対象の方
　平成31年４月の公的年金からの引き落とし額（いわゆる天引き）は、平成31年２月引き落とし分と同額になりま
す。ただし、（平成31年２月に引き落としされていない方）につきましては、平成29年中の所得を基に仮計算さ
れた保険料の１／６相当の額が引き落としされます。さらに、平成31年度の保険料額が確定後、10月以降の引き
落とし分で残りの保険料額の調整が行われます。
②仮徴収の対象外の方
　平成31年６月に保険料が確定後、平成31年７月から納付書または口座振替による納付が始まります。その後、公
的年金からの引き落とし（いわゆる天引き）に移行できる方については、10月からの引き落としが始まります。
※保険料の納付方法が公的年金からの引き落としの方で、口座振替による納付に変更を御希望の方は、町担当窓口
までお申し出ください。なお、公的年金からの引き落としから納付書による保険料の納付への変更はできません。

　被保険者のみなさんには、御負担をお掛けしますが、御理解をいただきますようお願いします。
【問い合わせ先】税務課　蕁73-0104　　香川県後期高齢者医療広域連合　蕁087-811-1866

　全員が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて決まる「所得割
額」の合計額からなり、被保険者が個々に納めます。保険料率は県内す
べての市町で同じです。

※賦課期日（4月1日）の世帯状況で判定しますが、年度途中で被保
険者になられた方は、資格取得日が賦課期日になります。
※65歳以上の方は、公的年金所得について最大15万円を控除します。
①27.5万円から28万円に変更
②50万円から51万円に変更
★1…9割軽減の方については、介護保険料軽減の拡充や年金生活者
支援給付金の支給により基本的には負担増とならないことから、平
成31年10月から「高齢者の医療の確保に関する法律」の本則である
７割軽減に戻されます。したがって、平成31年9月までは、9割軽減、
平成31年10月からは7割軽減が適用されることから、結果として平
成31年度の軽減は、通年通して8割軽減となり、平成32年度は7割
軽減と段階的に廃止されます。（ただし、課税者が同居している場
合は対象となりません。）
★2…8.5軽減の方については、平成31年10月から「後期高齢者の医
療の確保に関する法律」の本則である7割軽減に戻されます。なお、
8.5割軽減の対象となる方は、年金生活者支援給付金の支給対象で
はないことを踏まえ、激減緩和の観点から平成31年10月からの1年
間は、特例的に8.5割軽減が継続されます。したがって、平成32年9
月までは、8.5割軽減、平成32年10月からは、7割軽減が適用される
ことから結果として平成32年度の軽減は通年通して7.75割程度とな
り、平成33年度は7割軽減と段階的に廃止されます｡

※なお、世帯の所得が低い元被扶養者の方には、「均等割」の軽減
措置（世帯の所得によって、8.5割軽減または8割軽減）が優先さ
れます。
　被用者保険の被扶養者とは、協会けんぽ、組合健保、共済組合
　などの保険に加入していたときに被扶養者であった方です。
　（市町国民健康保険、国民健康保険組合は除く）

後期高齢者医療制度  保険料のお知らせ 平成31年度

保険料の軽減

保険料の計算方法

野外でのごみの焼却は
禁止されています

対象者の所得要件
世帯主および世帯の被保険者全員の
軽減判定所得の合計額

〔平成30年度における8.5割軽減の区分〕★2

33万円以下

33万円＋（28万円×世帯の被保険者数）
①

33万円＋（51万円×世帯の被保険者数）
②

〔平成30年度における9割軽減の区分〕★1

うち、世帯の被保険者全員の各種所得なし

均等割の軽減

本則

7割
8.5割

8割

7.75割

7割

7割

5割

2割

5割

2割

31年度
（2019年）

32年度
（2020年）

33年度
（2021年）

軽減割合

平成31年度以降

75歳に到達後
2年間に限り均等割額5割軽減

均等割額
7割軽減

平成29年度

均等割額
5割軽減

平成30年度

保険料
（年額）

均等割額 47,300円

所得割額
基礎控除後の
総所得金額等

所得割率
9.26%

＝

＋

×

＊保険料の計算の基となる「均等割額」と「所得割額」は、平成30年度と同じです。

○保険料額の通知について…個人ごとの保険料額は、7月中旬に町役場
　から送付する保険料額決定通知書でお知らせします。
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各
種
補
助
制
度

野
外
で
の
ご
み
焼
却
禁
止

浄
化
槽

　
浄
化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
管
理
者
は
毎
年

１
回
、
知
事
が
指
定
し
た
指
定
検
査
機
関
で

あ
る
公
益
社
団
法
人
香
川
県
浄
化
槽
協
会
に

よ
る
「
水
質
に
関
す
る
検
査
」
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
協
会
か
ら
法
定
検
査
（
水
質
検
査
）
の

受
検
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
良
好
な
水

環
境
の
保
全
の
た
め
、
法
定
検
査
の
未
受
検

の
無
い
よ
う
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

申
込
書
を
返
送
し
て
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
検
査
料
は
、
10
人
槽
ま
で
が
４
、
６
０
０

円
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
公
益
社
団
法
人
　
香
川
県
浄
化
槽
協
会

　
蕁
０
８
７

－

８
８
１

－

６
６
０
０

・
香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
環
境
管
理
室

　
蕁
２
４

－

９
９
６
６

　整備及び購入・修理費用の一部を助成します。
●補助率１／２
　　限度額　50,000円（ただし収集箱の修理は20,000円）
　　1,000円未満切り捨て。自治会に対して交付
※必ず施設を設置・修理する前に申請してください。

　資源ごみ集積所における集積補助器具（収集ネット
用スタンド）の購入補助を行います。
●補助率１／２　限度額：10,000円
　　　　　　　　自治会に対して交付
※必ず器具を購入する前に申請してください。

　トイレの排水や台所・風呂・洗濯・洗面などの生活
雑排水を微生物の働きを利用して浄化処理をするため
排水の水質もよいので、公共用水路の水質保全に補助
をしています。
●５人槽　建物延べ床面積140㎡以下　450,000円
●７人槽　建物延べ床面積140㎡以上　650,000円
●10人槽以上　２世帯住宅等　　　　　850,000円
※必ず設置する前に申請してください。

　地球温暖化防止策の一環として自ら居住するための
住宅に同システムを設置（新設・増設）しようとする
方、または建売住宅に同システムを設置しようとする
方に補助をしています。
●４万円×太陽電池モジュールの最大出力の合計値（kw）
　（上限：120,000円　1,000円未満切捨て）
※必ず設置する前に申請してください。
※補助金要綱の全部改正に伴い様式等が全て変更にな
っています。詳しくは町ホームページでご確認くだ
さい。

　ごみの処理費用は重量に対して比例します。ごみ減
量化、費用削減のために補助をしています。
漓電気式生ごみ処理機購入補助金
　補助率１／２
　　限度額：40,000円
　　1,000円未満切り捨て。１戸に１基
※必ず購入する前に申請してください。
　２台目を購入する場合、１台目を購入して５年経過後
滷生ごみ処理容器（コンポスト）
　補助率１／２
　　限度額：5,000円
　　1,000円未満切り捨て。１戸に２個まで
※必ず購入後、申請してください。
※申請に必要なもの
　領収書の写し、設置写真、印鑑、振込先口座番号

　飼い主は子犬・子猫が産まれて育てるのが困難とな
るおそれがある場合は、事前に不妊・去勢手術により
繁殖を防ぎ、周囲に対する迷惑の防止を図らなければ
なりません。町では動物愛護の意識の高揚を目的とし
て手術費の一部を助成しています。
●飼育犬・猫１匹あたり、
　手術に要した費用のうち3,000円
※・当該年度において１世帯につき、犬または猫のい
ずれか１頭

　・県内の動物病院で手術した場合のみ
　・飼い犬が、登録されていること（犬のみ）
　・申請に必要なもの（手術後、1カ月以内の申請）
　　　…領収書、印鑑、振込先口座番号

　いずれの補助制度も詳細等につきましては、住民生
活課までご相談、お問い合わせください。
【問い合わせ先】
　住民生活課　衛生・環境係　蕁73-0123

家庭用電気式生ごみ処理機と
生ごみ処理容器（コンポスト）購入補助

活用のご案内について補 助 制 度

犬と猫の避妊・去勢手術費の一部

合併処理浄化槽設置費の補助

住宅用太陽光発電システム設置費補助

「資源ごみ集積施設」の整備・改良費及び
「燃やせるごみ収集箱」の購入・修理補助

浄
化
槽
の
法
定
検
査
の
お
知
ら
せ

資源ごみ集積補助器具の購入補助

住民生活課より

野外でのごみの焼却は野外でのごみの焼却は
禁止されています禁止されています
　屋外での
ごみの焼却
は、法律に
より一部を
除いて禁止されています。
周辺で生活する人の立場
にたって、環境への配慮
をお願いします。

野外でのごみの焼却は
禁止されています
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（
軽
）自
動
車
税
の
減
免（
町
・
県
）

　身体等に障がいがあるため歩行が困難な方は、一定の要件（下表参照）を満たしている場合に、申請により軽自
動車税の減免を受けることができます。

蜷申請に必要なもの
①減免申請書　②印鑑　③自動車検査証　④運転免許証　⑤次のうち、該当する手帳（身体障害者手帳、戦傷病
者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳および自立支援医療受給者証）

　平成31年度自動車税の減免申請は、４月１日か
ら５月27日（土、日、祝日を除きます。）まで、
香川県県税事務所自動車税課（高松市松島町）
で受け付けますが、皆さまのお住まいの地区に
おいても、次のとおり臨時に出張して受け付け
しますのでご利用ください。

（注1）身体障害者手帳や戦傷病者手帳の一定の障がい等級に該当する方
（注2）療育手帳（狢・Ａ）をお持ちの方
（注3）精神障害者保健福祉手帳（1級）および自立支援医療受給者証（精神通院医療に係るもの）をお持ちの方

【問い合わせ先】税務課　蕁73-0104

対　象　者 車両の所有名義 運転者 用　　　途

身体障がい者（注1）

知的障がい者（注2）

精神障がい者（注3）

18歳以上

18歳未満

障がい者本人
障がい者本人 限定なし

障がい者本人
または
同一生計の家族

同一生計の家族
または
常時介護者

次の１または２のいずれか
１．身体障がい者等の通院、通学、通所、
通勤、生業または一時帰省のために、週
１回（または月４回）以上かつ、３か月
以上継続して使用すること
２．身体障がい者等の日常生活のために、
週１回程度使用すること

場所・連絡先 申請受付日 受付時間

中讃県民センター

（香川県仲多度合同庁舎内）

善通寺市生野本町1-1-12

蕁0877-62-9610

4月 8 日（月）

4月15日（月）

5月13日（月）

9:00

～

16:00

軽自動車税の減免税務課からのお知らせ

車両の所有名義が障がい者本人または同一生計の家族の場合

身体障がい者等のために構造を変更した場合

について

香川県からのお知らせ

【問い合わせ先】香川県県税事務所自動車税課
　高松市松島町1-17-28　蕁087-806-0314（必ず事前にお問い合わせください。）

　車いすの昇降装置、固定装置、浴槽を装備する
など、その構造がもっぱら身体障がい者等の利用
に供するための軽自動車も、申請により減免を受
けることができます。

蜷申請に必要なもの
①減免申請書　②印鑑　③自動車検査証（自動車検査証に
「車いす移動車」または「身体障害者輸送車」の記載がな
い場合は、写真も必要です。）

蜷出張受付の日時・場所

身体・精神・知的障がい者の身体・精神・知的障がい者の
　　　　自動車税・自動車取得税の減免について　　　　自動車税・自動車取得税の減免について

申請期間

　申請期間を過ぎると、受け付けできません。早めの申請をお願いします。なお、減免になっても、口座振替納付
の場合は、口座振替の中止が間に合わず、いったんお支払いしていただき、後日還付となる場合がありますので、
あらかじめご了承ください。
※減免は、障がい者１人につき１台に限ります。
※すでに申請済みの方は、申請内容に変更がなければ再申請の必要はありません。

5月24日（金）まで

身体・精神・知的障がい者の
　　　　自動車税・自動車取得税の減免について

確かめよう！
固定資産の評価額

耐震診断90％を補助

耐震改修90万円まで
全額補助

簡易な耐震改修

50万円まで全額補助

耐震シェルター・ベッド

20万円まで全額補助
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耐
震
補
助

森
林
届
出
制
度

固
定
資
産
評
価
額

身体・精神・知的障がい者の
　　　　自動車税・自動車取得税の減免について

▼
制
度
に
つ
い
て

森
林
の
土
地
の
所
有
者
の
把
握
を
進
め
る
た
め
、
平

成
24
年
4
月
か
ら
森
林
法
に
基
づ
く
森
林
の
土
地
の

所
有
者
と
な
っ
た
旨
の
届
出
制
度
が
創
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
24
年
4
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有

者
と
な
っ
た
方
は
、
町
長
へ
の
事
後
届
出
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
届
出
の
対
象
と
な
る
方

個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
、

町
内
で
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
面

積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契

約
の
届
出
を
提
出
し
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
届
出
期
間

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
事
項

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所
有
者
の
住
所
氏
名
、

所
有
者
と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の
原
因
、

土
地
の
所
在
場
所
及
び
面
積
と
と
も
に
、
土
地
の
用

途
等
を
記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と
し
て
、
登
記
事

項
証
明
書
（
写
し
も
可
）
ま
た
は
土
地
売
買
契
約
書

な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
、

土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

　
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
農
林
課
ま
で
ご

相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
農
林
課
　
蕁
7
3

－

0
1
0
5
　

森
林
の
土
地
の

所
有
者
届
出
制
度
に
つ
い
て

　固定資産課税台帳を基に作成される土地価格等縦覧帳簿や家屋価格等縦

覧帳簿により、土地または家屋の価格をご覧いただけます。

▼縦覧期間　4月1日（月）～5月31日（金）　※土日、祝日を除きます。

▼縦覧場所　役場本庁税務課、琴南支所、仲南支所

【問い合わせ先】税務課　蕁73-0104

確かめよう！確かめよう！
固定資産の評価額固定資産の評価額
確かめよう！
固定資産の評価額

　30年以内に70％の確率で起こるといわれる南海トラフ地震。

町では、地震被害を軽減するため、昭和56年5月以前に建て

られた住宅を対象に、耐震化補助事業を実施しています。

　簡易な耐震改修や耐震シェルター・ベッドの設置をした場

合も補助金が受けられます。補助金の申請方法などの詳細は

建設土地改良課までお気軽にお問い合わせください。

【問い合わせ先】建設土地改良課　蕁73-0107

民間住宅耐震対策
補助について

耐震診断90％を補助耐震診断90％を補助

耐震改修90万円まで耐震改修90万円まで
全額補助全額補助

簡易な耐震改修簡易な耐震改修

50万円まで全額補助50万円まで全額補助

耐震シェルター・ベッド耐震シェルター・ベッド

20万円まで全額補助20万円まで全額補助

（上限9万円）

費用の

工事費の

工事費の

工事費の

耐震診断90％を補助

耐震改修90万円まで
全額補助

簡易な耐震改修

50万円まで全額補助

耐震シェルター・ベッド

20万円まで全額補助
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ス
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ー
ま
ん
の
う
　
　
　
町
立
図
書
館

食改の
食育だより

4
日 月 火 水 木 金

6

8 10

3

11

4

12

5

13

1514

7

1

17 18 19

21 22 24 25 26

28 29

27

20

土

スポーツセンターまんのう
地域開放教室 町立図書館

休
館
日

月

町立図書館だより

カレンダー

お問い合わせ先 蕁73－3611　15:00～22:00　休館日：毎週火曜日、12月29日～1月3日
ホームページ　http://towntip.jp/manno/sns/community.php?bbs_id=826

笑って健康に
なる講座
14:00～15:00

リズム体操
14:00～15:00

リズム体操
14:00～15:00

ピラティス
14:00～15:00

ピラティス
14:00～15:00

※「膝痛予防改善教室」「肩こりほぐし教室」「腰痛ほぐし
教室」は3ヶ月ごとのお申し込みとなります。
※「ピラティス」「バレトン&ストレッチ」「書道教室漢字・
かな」「笑って健康になる講座」は年間のお申込となり
ます。

お問い合わせ先 蕁56－4055　Eメール toshokan@manno-library.jp　ホームページ https://www.manno-library.jp/
開館時間：10:00～18:00　休館日：毎週火曜日（祝日の場合は翌日）、12月29日～1月3日、特別整理期間

膝痛予防改善教室
14:00～15:00

膝痛予防改善教室
14:00～15:00

膝痛予防改善教室
14:00～15:00

バレトン＆
ストレッチ
20:00～21:00

腰痛ほぐし教室
14:00～15:00

バレトン＆
ストレッチ
20:00～21:00

腰痛ほぐし教室
14:00～15:00

肩こりほぐし教室
14:00～15:00

書道教室・漢字実用
13:00～14:00

書道かな文字教室
13:00～14:00

肩こりほぐし教室
14:00～15:00

おはなし会
（すまいりぃ）
11:00～

おはなし会
（スタッフ）
11:00～

おはなし会
（さぬき語りの会）
15:00～

スポーツ塾
19:00～20:00

肩こりほぐし教室
14:00～15:00

スポーツ塾
19:00～20:00

スポーツ塾
19:00～20:00

基本全教
室

参加費
無料!

竹細工同好会による工作会「金魚を作ろう」

スポーツセンターまんのうだより

トレーニングルーム

まんのう
スポーツ塾
鉄棒、跳び箱、大縄跳びなど様々な運動を体験
してスポーツを好きになろう！

▼日時：4/4・11・18　5/9・16・23
　　　　6/6・13・20（木）　19:00～20:00

▼月会費：2,000円（月3回）※傷害保険料含む

▼定員：20名（小学校全学年対象）

▼日時：4月20日（土）10:00～12:00

4月～6月の
生徒募集中!!

おはなし会
  メリーバスライド
  まんのう
11:00～

特 設
コ ー ナ ー

前半：芽吹きの春
少しずつ春のおとずれを感じる季節となって
きました。春に関する本、新生活スタートに
役立つ本などを紹介します。

新しい出会いや環境は、ワクワク楽しくも
ありますが緊張もするものです。
リラックスできる本を紹介します。

後半：リラックス

オリジナルコース
完成!!

トレーニング室利用　1回250円
膝が痛い、やせたいなど、どのように運動すればいいかお悩みの方、お気
軽にお越しください。初回講習会の際に詳しくお話を伺い、トレーナーが
目的に合った運動メニューを作成いたします。回数券も販売中。※初回講
習会に関しては一度スポーツセンターまんのうまでお問い合わせください。

竹細工同好会による工作会
「金魚を作ろう」
20日貍　10:00～12:00

まんのう町健康事業

あるくと

ヘルシー串揚げヘルシー串揚げ
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食
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だ
よ
り

天
文
台
だ
よ
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1日に
よ
り
よ
り

食改の食改の
食育だより食育だより
食改の
食育だより

ま
ん
の
う
イ
キ
イ
キ
く
ら
ぶ

材料 （4串分） 作
り
方●鶏むね肉（皮なし）…160ｇ

●ブロッコリーの茎…60ｇ

●長ねぎ…4㎝　●塩…少々

●小麦粉…適量

●パン粉…適量

●油…適量　●竹串…4本

南の空に、「うみへび座」という名前で東西方向に100°近くもある
とても長い春の星座があります。明るい星が少ないのであまり目立ち
ません。「うみへび座」の頭側、「いっかくじゅう座」との境界近く
に散開星団M48があります。約80個の星の集まりで、全体の明るさは
5.8等で、見かけの大きさは30’と満月大なので肉眼でもなんとか見え
ます。双眼鏡では、丸い星雲状の中に星を数個見ることができます。

お問い合わせ先 まんのう天文台　蕁89－0619 （留守の場合は、琴南公民館へ転送されます）　　生涯学習課　蕁73－0108

天
文
台
だ
よ
り

南の空に、「うみへび座」という名前で東東西方向に10」という名前で東

ヘルシー串揚げヘルシー串揚げヘルシー串揚げヘルシー串揚げヘルシー串揚げ

捨てずに食べよう!
ブロッコリーの茎を使った使い切りレシピ!!

「 」

●ブロッコリーの茎はつ
ぼみの部分よりも、ビ
タミンＣやカロテンを
多く含んでいます。

●茎の表面の皮は硬いので、厚め
にむくと柔らかくて食べやすく
なります。
●フライの衣は卵不使用でヘルシ
ーに仕上げています。

［エネルギー］162kcal　［たんぱく質］11.2g　［脂質］9.2g　［食物繊維］1.2g　［食塩］0.4g

料理の
ポイント

❶

❷

❸

　今年度も、65歳以上の方を対象に「みんなで体を動かす場」を開催します。
　町の介護保険申請者はおよそ1200人（65歳以上の約5人に1人）で、年代別にみると、80歳代の申請者
が特に多いです。また、1200 人のうち約67％の方が、認知面から日常生活に支障をきたしています。イキ
イキくらぶでは、まんのういきいき体操を予定しています。健康に関するお話や音読の時間もあります。
　みんなで頭や体を動かして、元気で長生きを目指しませんか。ご家族やお友達にもお声かけいただき、ぜひご参加ください。

一口大に
切る

S

塩をふる

厚めに皮をむいて輪切り

4cm 半分に切る

ブロッコリー
むね肉
ネギ
ブロッコリー
むね肉

水溶き小麦粉 パン粉

油　2cm程度

180℃で両面しっかり揚げる

天体観測会は毎週金・土曜日に開催しております。予約方法や
詳しい日程等については町ホームページをご覧ください。

まんのう天文台の
ご予約受付中です

まんのう天文台で撮影した
うみへび座の散開星団（M48）

まんのういきいき体操、体組成測定、
MCI（軽度認知障害）のお話、音読など
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、
膳
棚
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
『
ら
ん
と
う
塚
』
が
ま
つ
ら
れ
て
い

る
。
　
古
老
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
近
所
に
祝
い

事
・
葬
式
が
あ
る
と
沢
山
の
膳
椀
が
い
り
、
ら

ん
と
う
塚
に
お
願
い
を
す
る
と
、
次
の
日
に
は

揃
え
て
あ
り
、
使
い
終
わ
り
返
し
て
お
け
ば
い

つ
の
間
に
か
消
え
て
い
た
、
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
た
そ
う
だ
。
　

　
古
老
は
、
し
か
し
、
段
々
と
参
る
人
が
い
な

く
な
り
、
こ
の
地
域
で
は
、
『
ら
ん
と
う
塚
』

の
お
か
げ
が
沢
山
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
あ

と
話
さ
れ
て
、
膳
椀
を
借
り
た
だ
け
で
は
な
く
、

色
々
な
こ
と
を
『
ら
ん
と
う
塚
』
に
お
願
い
を

し
て
助
け
合
っ
て
生
活
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

な
。
大
切
に
守
っ
て
い
か
な
い
か
ん
し
、
知
っ

て
い
る
人
も
い
な
く
な
っ
た
伝
え
て
行
っ
て
ほ

し
も
の
だ
と
話
さ
れ
た
。
　
　
　

　
日
本
全
国
に
は
、
椀
貸
し
伝
説
が
多
く
残
っ

て
お
り
、
最
も
有
名
な
の
が
、
岩
手
県
中
南
部

の
遠
野
地
方
を
歩
き
、
説
話
を
聞
き
集
め
た
柳

田
国
男
の
「
遠
野
物
語
」
に
赤
椀
・
黒
椀
が
書

か
れ
て
い
る
。

　
碗
貸
し
伝
説
と
は
、
昔
慶
事
・
弔
事
が
あ
る

と
沢
山
の
膳
椀
が
い
り
、
洞
穴
や
、
淵
に
お
願

い
す
る
と
椀
類
を
貸
し
て
く
れ
る
と
い
う
伝
説
。

　
香
川
県
内
に
は
、
有
名
な
椀
貸
塚
が
あ
る
。

三
豊
市
大
野
原
に
八
幡
の
宮
の
塚
穴
と
呼
ば
れ

残
っ
て
い
る
。
塚
の
上
に
祠
を
祀
り
食
器
類
を

借
り
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
善
通
寺
市
に
は
、
古
墳
時
代
の
吉
原
椀
貸
塚

古
墳
が
あ
る
。
大
塚
池
古
墳
と
呼
ば
れ
、
池
の

中
に
大
き
な
岩
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
横

穴
式
石
室
の
あ
る
巨
石
古
墳
で
、
水
嵩
が
増
す

と
見
え
な
く
な
る
。

　
な
ぜ
日
本
中
に
こ
の
様
な
伝
説
が
残
っ
た
の

か
、
名
前
も
色
々
で
、
『
膳
椀
淵
』
、
『
椀
貸

穴
』、『
椀
箱
淵
』
と
、
呼
び
名
が
土
地
に
よ
っ

て
異
な
る
。

　
淵
と
名
前
が
つ
く
場
所
に
は
、
膳
椀
だ
け
で

な
く
、
龍
宮
か
ら
小
僧
が
出
て
き
て
村
の
家
々

で
手
伝
い
を
し
た
り
、
河
童
が
出
て
き
て
水
が

滾
々
と
湧
き
出
て
、
い
ま
で
も
田
畑
を
潤
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
竜
神
、
大
蛇
、
乙
姫
と
淵
の
主
は
色
々
お
り
、

地
域
に
よ
っ
て
お
願
い
す
る
仕
方
も
変
わ
っ
て

い
る
。
お
願
い
す
る
品
物
を
紙
に
書
い
て
淵
に

沈
め
た
り
、
大
蛇
が
美
女
に
化
け
て
出
て
き
て

も
一
緒
に
遊
び
お
願
い
を
す
る
と
い
っ
た
方
法

が
あ
っ
た
り
と
、
と
こ
ろ
が
変
わ
れ
ば
伝
説
の

主
人
公
が
代
わ
り
数
知
れ
な
い
椀
貸
し
伝
説
が

残
っ
て
い
る
。

　
日
本
全
国
数
多
く
こ
の
よ
う
な
伝
説
が
現
在

も
残
っ
て
い
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
夢

が
あ
り
興
味
津
々
で
、
も
っ
と
面
白
い
伝
説
に

出
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
身
近
に
興
味
の
湧

く
伝
説
を
探
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責
　
四
條
　
森
近
　
育
子
）

　MIEA（ミーア）カ
ルチャースクールは、
まんのう町国際交流協
会が開催している語学、
太極拳、フラダンスの
講座です。ネイティブ
講師や資格を持った日
本人講師によるフレン
ドリーな講座ばかりで
す。お申し込みや詳し
い内容については、お
気軽にお問い合わせく
ださい。
【問い合わせ先】
　まんのう町国際交流
　協会協会事務局
　蕁75-0200

MIEA
カルチャー
スクール
受講生募集

講座名 曜日 対象・内容 時　間 講　師 場　所 その他

月3回

1期10回

1期10回

年会費
1,000円

琴南農改センター

高篠公民館

仲南公民館

琴南農改センター

吉野公民館

神野公民館

吉野公民館

四条公民館

神野公民館

高篠公民館

四条公民館

満濃農改センター

満濃農改センター

峯俊千鶴子

神野　和江

ナチョ・グラスコ

鄭　恵敬

王　茂林

内海美貴子

13:30～15:00

19:30～20:30

13:30～14:30

13:30～14:30

13:00～14:00

14:00～15:00

19:30～20:30

９:00～10:00

10:00～11:00

12:00～13:00

13:30～14:30

15:00～16:00

18:30～19:30

19:45～21:15

19:30～21:00

19:30～21:00

14:00～16:00

入門～上級

初級～中級

初級

中級

初級

中級

外国人向け

木

木

金

土

水

火

木

木

月

火

水

健
康
・
ダ
ン
ス

語
　
学

ちょん へぎょん

おう ぼうりん

太極拳

フラダンス

英会話

韓国語
中国語
日本語
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人
権
コ
ラ
ム

会
館
だ
よ
り

人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

和
太
鼓
教
室
生
徒
募
集

人権作文 コーナー

人 権 コ ラ ム 145　子どもの人権平成31年度 第1回
長尾会館

こ
ど
も
園
の
取
組
み
①

互
い
を
認
め
合
う
こ
と
を
学
ぶ

　
町
立
満
濃
南
こ
ど
も
園
に
は
１
８
９
名

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。「
し
な
や
か
な
体

を
も
ち
、
心
豊
か
に
自
立
で
き
る
子
ど
も

を
育
て
る
」
が
教
育
・
保
育
目
標
で
す
。

一
人
一
人
の
子
ど
も
の
人
格
や
個
性
を
尊

重
し
、
人
権
尊
重
の
精
神
の
芽
生
え
を
育

む
人
権
・
同
和
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

お
互
い
を
認
め
合
う

　
い
じ
め
問
題
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
人
権
・
同
和
教
育
で
は
な
か
ま
を
大

切
に
し
、
お
互
い
を
認
め
合
う
子
ど
も
の

育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
言
葉
が
出
に
く

い
子
ど
も
、
よ
く
泣
く
子
ど
も
、
で
も
認

め
合
う
こ
と
を
教
え
ま
す
。
例
え
ば
４
、

５
人
で
グ
ル
ー
プ
を
作
る
と
き
、
グ
ル
ー

プ
名
が
な
か
な
か
決
ま
り
ま
せ
ん
。「
チ

ョ
ウ
チ
ョ
が
い
い
」
「
カ
ブ
ト
虫
が
い

い
」、
い
ろ
い
ろ
言
い
合
う
時
は
「
チ
ョ

ウ
チ
ョ
カ
ブ
ト
虫
」
と
２
つ
の
名
前
を
ひ

っ
つ
け
て
、
い
ろ
ん
な
声
を
認
め
て
尊
重

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
単
純
に
多

数
決
で
決
め
る
と
切
り
捨
て
る
こ
と
に
な

る
か
ら
で
す
。

ほ
め
ら
れ
る
と
自
信
が
つ
く

　
自
尊
感
情
を
高
め
、
自
分
に
自
信
を
持

っ
た
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
重
視
し
、

良
い
こ
と
は
き
ち
ん
と
認
め
て
あ
げ
て
ほ

め
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
保
護
者
に

は
絵
本
で
啓
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

員
で
パ
ン
ジ
ー
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ア
サ

ガ
オ
な
ど
を
育
て
、
カ
レ
ー
用
玉
ね
ぎ
も

栽
培
す
る
な
ど
、
命
を
大
切
に
す
る
心
と

態
度
を
育
ん
で
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
満
濃
南
こ
ど
も
園

　
蕁
７
９

－

３
１
２
８

（
香
川
人
権
研
究
所
）

場所

開催
日時

内　容

参加費

申し込み

（長尾1582番地）

4月9日（火）・16日（火）
9:30～13:00

まんのう町立長尾会館
生活改善室

1,000円（当日集金します）
※昼食代・材料費・受講料込み。
　当日は、ハンドタオル・
　エプロンをご持参ください。

1回の定員は先着6名です。
3月28日（木）～4月5日（金）ま
でに、長尾会館まで電話または
FAXにてお申し込みください。
蕁（79）2021　FAX（56）9068
※申し込みは町内の方のみです。

講師指導のもと「アマンド・ブレッド
（食パン）」と「スープ」を作ります。

絵本の紹介
『おこだでませんように』
　くすのき　しげのり・作、
　石井聖岳・絵
「ぼくはたなばたさまの
　おねがいをたんざくにかいた
　　　『おこられませんように』」

　
わ
た
し
は
、
道
と
く
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う

で
、
こ
ま
っ
て
い
る
友
だ
ち
を
た
す
け

る
小
学
校
二
年
の
男
の
子
の
行
ど
う
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
と
く
に
、
一
年

生
が
か
さ
を
う
ま
く
し
ま
え
な
く
て
こ

ま
っ
て
い
る
と
き
に
、
た
す
け
た
こ
と

が
心
に
の
こ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

は
ず
か
し
く
て
一
年
生
を
た
す
け
ら
れ

な
い
と
き
が
あ
る
け
ど
、
男
の
子
は
自

分
か
ら
親
切
に
た
す
け
て
あ
げ
て
い
て

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
も
こ
の
男
の
子
の
よ
う
に
、

が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
毎
日
「
あ
り
が
と
う
。
」
を

言
わ
れ
る
こ
と
を
し
よ
う
と
心
が
け
て

い
る
こ
と
で
す
。
ク
ラ
ス
で
手
つ
だ
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
友
だ
ち
を
さ

が
し
て
、
す
す
ん
で
手
つ
だ
っ
て
い
ま

す
。
つ
ら
そ
う
に
な
い
て
い
る
友
だ
ち

や
さ
し
い
気
も
ち
に

　
　
　
　

な
り
た
い
な

琴
南
小
学
校
3
年

岡
崎
　
綾
音

お
か
ざ
き

あ
や
　

ね

に
何
が
あ
っ
た
の
か
を
聞
い
て
、
な
ぐ

さ
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

友
だ
ち
に
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
わ
れ
て
や
さ
し
い
気
も
ち
に
な
り
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
時
、
道
と
く
の
じ
ゅ
ぎ

ょ
う
で
出
て
き
た
男
の
子
は
、
友
だ
ち

に
親
切
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
も
や
さ

し
い
気
も
ち
に
な
れ
た
の
だ
と
気
が
つ

き
ま
し
た
。
自
分
も
友
だ
ち
も
や
さ
し

い
気
も
ち
で
い
る
た
め
に
、
親
切
に
す

る
こ
と
の
ほ
か
に
が
ん
ば
れ
る
こ
と
が

あ
り
そ
う
で
す
。
た
と
え
ば
、
自
分
の

言
い
方
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
た

ま
に
、
わ
た
し
は
友
だ
ち
や
弟
に
強
く

言
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ち

ゃ
ん
と
あ
い
手
の
気
も
ち
を
考
え
た
言

い
方
を
し
た
い
で
す
。
自
分
が
強
く
言

っ
た
つ
も
り
で
は
な
く
て
も
、
あ
い
手

が
そ
う
か
ん
じ
た
と
き
は
、
自
分
が
少

し
言
い
す
ぎ
た
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
や
さ
し
い
気
も
ち
で
思

い
や
り
を
も
つ
こ
と
が
当
た
り
前
に
な

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
も
っ

と
道
と
く
で
、
心
の
べ
ん
き
ょ
う
を
し

て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　4月より長尾会館で和太鼓教室

が始まります。次の日程で「和

太鼓体験会」を開催しますので、

ぜひご参加ください。どなたで

もご参加いただけます。

和 太 鼓 教 室
生 徒 募 集

▲

開催日　4月18日（木）
　　　　　午後7時より（予定）▲

場所　まんのう町立長尾会館
　　　　（長尾1582番地）▲

講師　野中耀博氏
【申し込み・問い合わせ先】
　長尾会館　蕁79-2021

和太鼓体験会
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情
報
ひ
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ば

情
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ひ
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ば

I n f o m a t i o n

21日4月 10:00～
国営讃岐まんのう公園  芝生広場

日
4月21日日
①10:15～ ②14:30～
芝生広場特設ステージ

騎士竜戦隊リュウソウジャー ショー
ステージショーや抽選会など楽しいイベント盛りだくさん！

ぜひご家族そろってお越しください！

　
次
号
の「
広
報
ま
ん
の
う
５
月
号
」よ
り
広

報
誌
等
の
配
布
を
行
う
業
者
が
変
更
に
な
り

ま
す
。
配
布
業
者
は
変
更
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
各
ご
家
庭
の
郵
便
受
け

や
新
聞
受
け
に
入
れ
る
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ

る
配
布
を
行
い
ま
す
。
次
号
の
５
月
号
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
５
月
１
日
ま

で
に
各
家
庭
に
お
送
り
す
る
予
定
で
す
が
、

お
送
り
で
き
る
日
が
こ
れ
ま
で
と
比
べ
、
数

日
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
４
月
号
ま
で
は
一
部
事
務
所

等
に
も
広
報
誌
を
配
布
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

5
月
号
か
ら
は
、
住
居
の
み
へ
の
配
布
に
な

り
ま
す（
事
務
所
兼
住
居
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
配
布
を
し
ま
す
）。
配
布
分
以
外
で
ご

入
り
用
の
場
合
は
、
町
役
場
・
各
支
所
出
張

所
、
各
公
民
館
に
置
い
て
あ
る
広
報
誌
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
観
光
課
　
蕁
７
３

－
０
１
０
６

　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
ま
る
が
め
は
、
平
成
21
年

４
月
21
日
に
全
国
で
５
番
目
、
中
四
国
地
区

初
の
ナ
イ
タ
ー
レ
ー
ス
場
と
し
て
、
今
年
で

10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
、
ボ
ー
ト
レ
ー

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ

れ
て
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
、
電
池
切
れ
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
機
種
に
よ
っ
て
確
認
方
法

は
違
い
ま
す
が
、
本
体
の
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、

ひ
も
を
引
い
て
、
音
が
鳴
ら
な
け
れ
ば
電
池

切
れ
で
す
。

　
新
し
い
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
等
で
お
買
い
求
め
下
さ
い
。
消
防
署

員
が
販
売
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
は
、
寝
室

で
す
。
寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合
は
、
寝
室

と
階
段
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
仲
多
度
南
部
消
防
本
部
予
防
課

　
蕁
７
３

－

４
２
１
１（
代
表
）

　
道
の
駅
こ
と
な
み
・
エ
ピ
ア
み
か
ど

　
２０
周
年
記
念
感
謝
ウ
ィ
ー
ク

﹇
期
間
﹈４
月
１
日
〜
７
日
　﹇
場
所
﹈道
の
駅
こ
と

な
み
・
エ
ピ
ア
み
か
ど
　﹇
内
容
﹈期
間
中
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
多
数
開
催
。
１
日
…
入
浴
者
全
員
に

粗
品
進
呈
、
７
日
…
獅
子
舞
、
ま
ん
の
う
太
鼓
、

振
舞
い
そ
ば
、
屋
台
販
売
、
縁
日
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
道
の
駅
こ
と
な
み
・
エ
ピ
ア
み
か
ど

　
蕁
５
６

－

０
０
１
５

　
四
国
学
院
大
学

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

﹇
日
時
﹈４
月
27
日（
土
）午
前
11
時
〜
午
後
３

時
　﹇
場
所
﹈四
国
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
　

﹇
内
容
﹈大
学
紹
介
、
モ
デ
ル
授
業
、
個
別
相

談
会
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
。
無
料
送

迎
バ
ス
あ
り（
要
予
約
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
四
国
学
院
大
学
入
試
課

　
蕁
０
１
２
０

－

４
５
９

－

４
３
３

ス
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
た

収
益
は
、
市（
町
）の
ま
ち

づ
く
り
の
財
源
と
し
て
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
香
川
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
31
年
４
月
か
ら
日
曜
日
の
申
請
受
付
を
開

始
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
第
３
土
曜
日
の
翌

日
の
日
曜
日
は
休
み
で
す
。）受
付
時
間
は
、

日
曜
日
が
９
時
か
ら
17
時
、
月
曜
日
か
ら
木

曜
日
が
９
時
か
ら
18
時
、
金
曜
日
が
９
時
か

ら
19
時
で
す
。
ま
た
、
中
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

の
申
請
受
付
を
金
曜
日
か
ら
水
曜
日
に
変
更

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　（
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
）

　
蕁
０
８
７

－

８
２
５

－

５
１
１
１

 

ま
ん
の
う
町
の
健
康
事
業
と
し
て
採
用
し

て

い

る

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

ア

プ

リ

「
a
r
u
k
u
＆（
あ
る
く
と
）」に
オ
リ
ジ
ナ

ル
コ
ー
ス
が
完
成
邇
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
凸
版
印
刷
譁
　
山
下
・
太
田

　
蕁
0
8
7

－

8
5
1

－

5
6
9
0

　
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
蕁
7
3

－

0
1
0
8

催　

し　

物

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
ま
る
が
め
は

10
周
年
を
迎
え
ま
す

次
号
か
ら
の
町
広
報
誌
等
の

配
布
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

日
曜
日
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の

申
請
が
可
能
に
な
り
ま
す
！

a
r
u
k
u
＆（
あ
る
く
と
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
完
成
!!

（雨天決行）
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※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。
　町外の窓口で届けを提出された場合や、掲載
　を控えられた場合は、掲載されません。

2月届け出分（敬称略）戸 籍
の 窓

生年月日 保護者名 地区氏　名

お
め
で
た

死亡月日 年齢 地区氏　名

お
く
や
み

　
満
濃
池
森
林
公
園

　
春
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

﹇
日
時
﹈４
月
21
日（
日
）午
前
９
時
〜
正
午
　

﹇
場
所
﹈満
濃
池
森
林
公
園
森
林
の
館
　﹇
参

加
料
﹈無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
公
園
管
理
事
務
所
　
蕁
５
７

－

６
５
２
０

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座「
入
門
編
」

　
受
講
者
募
集

﹇
受
講
資
格
﹈義
務
教
育
を
修
了
し
、
か
つ
講

座
お
よ
び
手
話
サ
ー
ク
ル
体
験
・
聴
覚
障
害

者
協
会
行
事
に
参
加
で
き
る
方
　﹇
定
員
﹈40

名
　﹇
申
込
締
切
﹈４
月
25
日（
木
）ま
で
　

﹇
申
込
方
法
﹈往
復
は
が
き
に
て

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
７

－

８
６
８

－

９
２
０
０

　
視
覚
障
害
者
の
た
め
の

　
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

﹇
日
時
﹈５
月
16
・
17
日（
全
２
回
）　﹇
会
場
﹈

香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
高
松

市
番
町
一
丁
目
10

－

35
）　﹇
募
集
﹈５
名
　

﹇
要
件
﹈県
内
在
住
。
視
覚
障
害
者
へ
の
パ
ソ

コ
ー
ス
に
よ
る
。

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
財
団
法
人
　
国
際
青
少
年
研
修
会

　
蕁
０
３

－

６
４
１
７

－

９
７
２
１

　
平
成
３１
年
度
香
川
県
警
察
官
採
用
案
内

﹇
受
験
資
格
﹈２
０
２
０
年
４
月
１
日
現
在
で
、

満
22
歳
以
上
30
歳
以
下
。
年
齢
を
満
た
し
て

い
れ
ば
、
大
学
を
卒
業
し
て
い
な
く
て
も
受

験
で
き
ま
す
。﹇
申
込
受
付
期
間
﹈４
月
10
日

（
水
）ま
で
　﹇
試
験
日
程
﹈５
月
11
日

：

体
力

検
査
、
第
１
次
身
体
検
査
12
日

：

筆
記
試
験
、

５
月
下
旬
〜
６
月
上
旬

：

集
団
面
接
試
験
６

月
４
日
：
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
琴
平
警
察
署
　
蕁
７
５

－

０
１
１
０

　
2
0
1
9
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験

﹇
受
験
資
格
﹈盧
１
９
８
９
年
４
月
２
日
〜
１

９
９
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
　
盪
１
９

９
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に

揚
げ
る
も
の
。
イ

：

大
学
を
卒
業
し
た
者
及

び
２
０
２
０
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者
　
ロ

：

人
事
院
が
イ
に
揚
げ

る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者
　

﹇
申
込
受
付
期
間
﹈イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

：

３
月
29
日（
金
）午
前
９
時
〜
４
月
10
日（
水
）

（
受
信
有
効
）　﹇
第
1
次
試
験
日
﹈６
月
９
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
高
松
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
蕁
０
８
７

－

８
３
１

－

３
１
１
１

　
　
　
　（
内
線
２
４
５
）

　
自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

﹇
応
募
資
格
﹈22
歳
か
ら
26
歳
未
満
の
男
女

（
大
学
院
卒
者
は
28
歳
未
満
）　﹇
受
付
﹈5 

月
1 

日（
水
）ま
で
　﹇
試
験
日
﹈5
月
11
日

（
土
）　﹇
試
験
会
場
﹈香
川
県
内（
1
次
試
験
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
善
通
寺
地
域
事
務
所

　
蕁
6
3

－

2
3
6
3

　
遺
言
・
相
続
に
関
す
る

　
無
料
法
律
相
談

﹇
日
時
﹈４
月
15
日（
月
）午
前
10
時
〜
午
後
４

時
　﹇
場
所
﹈香
川
県
弁
護
士
会
館（
高
松
市

丸
の
内
２
の
22
）　﹇
相
談
方
法
﹈面
談
に
よ

る
相
談（
１
件
に
つ
き
30
分
以
内
）。
電
話
相

談
は
な
し
　﹇
予
約
﹈完
全
予
約
制
。
４
月
10

日（
水
）ま
で
受
付

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

　
蕁
０
８
７

－

８
２
２

－

３
６
９
３

　
全
国
一
斉
養
育
費
・
児
童
扶
養
手
当

　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

﹇
日
時
﹈4
月
18
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
2

時
　﹇
内
容
﹈養
育
費
・
児
童
扶
養
手
当
に
つ

い
て
の
電
話
相
談
に
弁
護
士
が
無
料
で
対
応

し
ま
す
。
　﹇
主
催
﹈日
本
弁
護
士
連
合
会
、

香
川
県
弁
護
士
会
　﹇
相
談
電
話
﹈0
5
7
0

－

0
2
4

－

4
1
9

　
憲
法
週
間
記
念
無
料
法
律
相
談

﹇
日
時
﹈4
月
22
日（
月
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
3
時
30
分（
受
付
時
間

：

午
前

9
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
12
時
30
分
〜
午
後

3
時
）　﹇
場
所
﹈高
松
地
方
裁
判
所
丸
亀
支

部
庁
舎
2
階
ホ
ー
ル（
丸
亀
市
大
手
町
3

－

4

－

1
）　﹇
相
談
﹈弁
護
士
に
よ
る
面
談
で

の
無
料
法
律
相
談（
30
分
程
度
）。
予
約
不
要
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
弁
護
士
会

　
蕁
0
8
7
7

－

2
2

－

6
7
1
3

　
平
成
３０
年
度
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

岡
坂
　
誠
一
さ
ん（
ま
ん
の
う
町
消
防
団
）

佐
野
　
錦
一
さ
ん（
同
）

コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
方
、

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
用
語
を
理
解
し
、
操
作

が
で
き
る
方
　﹇
受
講
料
﹈無
料
　﹇
申
込
﹈電

話
等
　﹇
申
込
期
限
﹈４
月
24
日（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
７

－

８
１
２

－

５
５
６
３

　
求
職
者
支
援
訓
練

　（
医
療
事
務
・
調
剤
事
務
）

﹇
日
時
﹈６
月
４
日
〜
９
月
３
日
、
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
10
分
　﹇
場
所
﹈㈲
ア
ク
セ

ス（
土
器
町
東
）　﹇
定
員
﹈15
人
　﹇
料
金
﹈無

料（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
）　﹇
申
込
﹈事
前
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
し
申
込
書
を
５
月
７

日
ま
で
に
㈲
ア
ク
セ
ス
に
持
参
又
は
郵
送

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
㈲
ア
ク
セ
ス
　
蕁
２
２

－
０
１
２
１

　
小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

　
夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

﹇
内
容
﹈ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校
体
験
・
英
語

研
修
な
ど
　﹇
派
遣
先
﹈英
国
・
豪
州
・
カ
ナ

ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ィ
ジ
ー
　﹇
日
程
﹈

７
月
26
日
〜
８
月
20
日
※
８
〜
18
日
間
。
コ

ー
ス
に
よ
り
異
な
る
　﹇
対
象
﹈小
３
〜
高
３

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る
　﹇
参
加
費
﹈36
〜

65
万
円
　﹇
締
切
﹈５
月
24
日
、
６
月
７
日
※

募　

集

無
料
相
談

採
用
試
験

表　

彰

白川　紬衣

小林　凛士

青井美央莉

山下　小遥

笹岡　桃菜

広明

怜央

政幸

次郎

広海

四　條

造　田

吉野下

七　箇

吉　野

1

2

2

2

2

27

4

5

20

24

.

.

.

.

.

しらかわ　　　つむぎ

こばやし　　　り　と

あお　い　み　お　り

やました　　　こ　はる

ささおか　　　も　な

太田偉智男

坂口　順子

山本　　哲

松村　春子

谷川イワヱ

香川　利顴

笠井ヒデ子

田中　泰子

村上　清量

西岡　義行

森近　豊子

岩井　好一

おお　た　い　ち　お

さかぐち　　じゅんこ

やまもと　　　　さとる

まつむら　　はる　こ

たにがわ

　か　がわ　　としのり

かさ　い　　　　　こ

　た　なか　　やす　こ

むらかみ　　きよかず

にしおか　　よしゆき

もりちか　　とよ　こ

いわ　い　　　よしいち

78

59

86

96

94

86

93

85

64

86

86

88

吉　野

七　箇

吉　野

真　野

勝　浦

炭所東

四　條

帆　山

中　通

川　東

追　上

吉　野

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

1

2

3

4

9

13

14

14

17

18

18

22



第
21
回「
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
」開
催

※
こ
の
記
事
は
、
仲
多
度
南
部
消
防
組
合
よ
り

　
寄
稿
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

News

2019.4 18

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

　
こ
の
度
、
ま
ん
の
う
町
よ
り
、
西
尾
航
汰
さ
ん

と
美
濃
貴
大
さ
ん
の
２
人
が
そ
れ
ぞ
れ
陸
上
自
衛

隊
、
航
空
自
衛
隊
に
入
隊
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
激
励
会
が
2
月
26
日
、
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
（
美
濃
さ
ん
は
都
合
に
よ
り
当
日
欠
席
）。
入

隊
予
定
者
に
は
、
栗
田
副
町
長
や
家
族
会
の
小
野

会
長
ら
よ
り
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
栗
田
副
町
長
か
ら
は
、「
今
は
不
安
に
感
じ
る

こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
国
の
た
め
、
ふ

る
さ
と
の
た
め
、
身
体
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
月
５
日
、
国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園
中
央
駐

車
場
に
お
い
て
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
ロ
災
害
の
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
主
導
の
も
と
、
仲
多
度
南

部
消
防
組
合
か
ら
も
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
テ
ロ
攻
撃
か
ら
国
民
を
保
護
す
る
の
が
訓
練
の

目
的
で
、
今
後
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
、
観
光
客
で
賑
わ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
県
内
初
の
実
動
訓
練
と
し
て
実
施
し
た

も
の
で
す
。
訓
練
は
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
Ｎ
Ｂ
Ｃ

テ
ロ
が
疑
わ
れ
る
爆
破
事
故
が
起
き
、
多
数
の
負

傷
者
が
発
生
し
て
い
る
、
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
が
、
2
次
災
害

を
防
止
し
つ
つ
負
傷
者
を
救
出
し
、
他
機
関
と
の

相
互
連
携
活
動
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
ま
た
、
負
傷
者
役
と
し
て
、
ま
ん
の
う
町
赤
十

字
奉
仕
団
、
軽
症
者
の
搬
送
協
力
と
し
て
、
琴
参

バ
ス
株
式
会
社
の
皆
さ
ん
に
も
訓
練
参
加
し
て
頂

き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
内
初
の
大
規
模
な
テ
ロ
対
応
訓
練
を
実
施

平
成
30
年
度
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会

第
21
回「
森
の
コ

　
毎
年
２
月
の
ま
ん
の
う
町
の
音
楽
の
祭
典
、
小

さ
な
町
の
大
き
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
森
の
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
、
2
月
17
日
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
3
5
0
人
を
超
え
る
観

客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
21
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
日
本
を
代
表
す
る

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
大
谷
康
子
さ
ん
を
ソ
リ
ス

ト
に
迎
え
、「
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

：

愛
の
喜
び
」
な

ど
を
披
露
。
瀬
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

と
美
し
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
響
き
に
よ
る
す
ば
ら

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
聴
衆
ら
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち
、
10
日
に

は
地
元
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
多
数
出
演
し
た

「
楽
し
い
音
楽
会
」、
11
日
に
は
「
雨
粒
の
会
」

に
よ
る
詩
の
朗
読
と
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
が
あ
っ
た

「
朗
読
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
同
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

町
民
ら
が
心
豊
か
に
音
楽
に
親
し
む
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
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1月からの累計2月中区　　分

休日当番医
テレフォンサービス ☎73-4400 （日・祝のみ）

2019年 町内の110番・119番

4 月
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
　
　
　
休
日
当
番
医
　
　
　
町
内
の
110
番
119
番
　
　
ま
ん
ま
ん
カ
フ
ェ
　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

※かっこ内の数字は昨年同期の件数

（件）

（件）

（件）

（件）

（件）

交通事故

物損

人身

死亡

火災

救急
救急出動

110

19

0

2

215

）

）

）

）

）

66

16

0

2

97

（

（

（

（

（

）

）

）

）

）

28

5

0

0

75

（

　（

（

（

（

73

10

2

0

169

7日日

29日月
30日火

14日日

28日日
21日日

いわさき循環器科内科クリニック

池田内科医院

山本ヒフ泌尿器科医院

山田外科医院

川口医院

森内科医院

75-2700

73-2366

75-3112

73-5211

79-0711

73-4188

日 医療機関名 電話番号

救急電話相談 （19:00～翌朝8:00）

●一般  ☎087-812-1055
●小児  ☎#8000 または ☎087-823-1588

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。
※診療科目、受付時間等は直接医療機関へお問い合わせください。

各 種 相 談

スポーツの結果 （敬称略）
2月24日（日）　吉野公民館グラウンド　参加：62人

優　勝：安藤　利明（岸上）　第３位：栗田　正信（四條）
準優勝：丸山　文夫（吉野）

まんのう町グラウンドゴルフ協会杯大会

1月27日（日）　大阪府堺市大浜体育館

○個人戦女子の部
　優勝：長井　咲樹（満濃中）　第２位：堀川　愛莉（満濃中）
○団体の部
　優勝：香川県なぎなた連盟（中堅：長井咲樹・大将：大岡　光）

第10回　全国なぎなた交流大会

行事名 日 時　間 場　所

行事名 日 時　間 場　所

健 康 だ より 問  健康増進課  蕁73-0126

どなたでもお気軽にお立ち寄りください。

日時 4月18日（木）
13:30～15:30

問い合わせ先 福祉保険課

場所 旧仲南東保育所

（認知症カフェ）

地域包括支援センター室
☎73-0125

18日木

4日木

11日木

18日木

25日木

11日木

25日木
18日木

23日火

19日金

19日金

21日日

13:00～16:00

9:00～12:00

9:00～12:00

13:00～16:00

13:00～16:00

9:00～12:00

13:00～16:00

9:30～11:30

13:30～16:30

9:00～12:00

9:00～12:00

満濃農改センター

役場本庁

役場本庁

琴南農改センター

満濃農改センター

琴南農改センター

仲南支所

琴南農改センター

仲南支所

役場本庁

役場本庁

24日水

17日水
22日月

1日月

4日木

11日木

11日木
18日木
25日木

11日木

25日木

13:00～14:30

13:00～14:30

9:30～10:30

9:30～10:30

10:00～11:00

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

琴平ゆうあいの家

仲南公民館

かりん健康センター

なごみ館

満濃農改センター

勤労青少年ホーム

※7ページの検診の日程をご覧ください。

満濃農改センター

心配ごと相談

精神保健福祉相談

身体・知的障害者
相談

人権相談

行政相談

法律相談
要予約／まんのう町社協蕁77-2991

未楽来運動教室

胃がん・子宮頸がん・乳がん検診

1歳児健診

乳児健診

1歳6か月健診

2歳児健診

こころの健康相談
要予約

栄養相談
脂質異常症予防／要予約

栄養教室
貧血症／要予約

パパママ学級
要予約
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再生紙を使用しています。

四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。
配布についてのお問い合わせは、企画観光課 蕁73－0106 まで。※この広報誌は、再生紙を使用し、環境にやさしい

　植物性インキを使用しています。
【4月号配布予定期間　3月23日（土）～31日（日）】

●
編
集
・
発
行
／

まんのう町役場 くらしのダイヤルまんのう町役場 くらしのダイヤルまんのう町役場 くらしのダイヤル 市外局番（0877）

議会事務局 ： 73-0109

琴南支所 ： 85-2111 美合出張所 ： 84-2111 仲南支所 ： 77-2111 文化財室 ： 85-2221地籍調査課（琴南支所内） ： 85-0103

企画観光課 ： 73-0106 教育委員会（学校教育課・生涯学習課） ： 73-0108建設土地改良課 ： 73-0107

健康増進課 ： 73-0126 県広域水道企業団まんのう事務所 ： 79-0830

福祉保険課 ： 73-0124 福祉保険課（地域包括支援センター室） ： 73-0125税務課 ： 73-0104 農林課 ： 73-0105

総務課 ： 73-0100（代表番号） 住民生活課 ： 73-0101 ／ 73-0123（衛生・環境） 会計室 ： 73-0103

※応募者の学校名・学年は、応募時のものです。
※町立図書館にある電光掲示板で入選作品のレシピなどをご覧い
　ただけます。

入選作品

ピーマンとパプリカの肉づめ

1品の野菜量

150g

満濃南小学校6年 黒木 琉葦 さん・友香里 さん（保護者）

今月のリポーター しんざと そう　ご

新里 綜悟

長炭小学校 6年

学
校
記
者
ク
ラ
ブ

　
ぼ
く
の
通
っ
て
い
る
長
炭
小
学
校
は
全

校
生
が
仲
良
し
で
す
。
そ
の
仲
良
し
の
源

は
、
一
年
生
か
ら
六
年
生
が
八
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
行
う
「
な
か
よ
し
班
活

動
」
で
す
。
例
え
ば
、
春
の
遠
足
で
は
な

か
よ
し
班
ご
と
に
分
か
れ
て
、
入
学
し
て

き
た
一
年
生
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
遊
び

の
計
画
を
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
考
え
て

い
ま
す
。
お
互
い
の
意
見
が
ぶ
つ
か
り
、

な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
中
で
、

六
年
生
を
中
心
に
う
ま
く
ま
と
め
て
い
く

こ
と
で
計
画
が
進
み
、
遠
足
本
番
は
、
い

つ
も
と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
縄
跳
び
大
会
も
な
か
よ
し
班
で

行
っ
て
い
ま
す
。
大
縄
を
跳
ぶ
と
き
に
は
、

リ
ズ
ム
が
取
り
に
く
い
下
級
生
に
、
優
し

く
跳
ぶ
コ
ツ
を
教
え
た
り
、
み
ん
な
で
掛

け
声
を
出
し
た
り
し
て
一
回
で
も
多
く
跳

べ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
本
番

で
は
、
前
回
の
記
録
よ
り
も
の
び
て
い
た

の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
な
か
よ
し
班

活
動
は
、
普
段
あ
ま
り
話
を
し
て
い
な
い

友
達
と
も
話
す
機
会
が
多
い
の
で
、
と
て

も
楽
し
い
で
す
。
　
　
　
　
　

　
な
か
よ
し
班
活
動

は
準
備
や
計
画
、
話

し
合
う
こ
と
が
大
変

だ
け
ど
、
し
て
い
く

う
ち
に
、
チ
ー
ム
の

結
束
力
が
高
ま
り
ま

す
。
前
の
六
年
生
が

し
て
く
れ
た
よ
う
に
、

ぼ
く
も
こ
れ
か
ら
み

ん
な
を
ま
と
め
て
、

長
炭
小
学
校
の
な
か

よ
し
班
活
動
を
も
っ

と
楽
し
い
も
の
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

全
校
生
な
か
よ
し

　野良犬は飼い主がいないので、野良犬が起こす危害や

被害に責任をとる方が存在しません。責任を取る必要

がないので、気軽に餌のみを与える人がいます。餌の

みを与え、他の管理をしないことは、楽なことであり、

とても良いことをしたという気持ちになる方もいます。

　しかし、餌を与えたことにより、野良犬が集まり、繁

殖して増えていくことになります。その結果、お年寄り

や子どもが野良犬に囲まれたり、追われたりしてけがを

する事件や、畑を荒らされたり養鶏が殺される被害を起

こすことに繋がるのです。

　野良犬が起こす危害や被害、

生まれてくる子犬に責任を持つ

ことができないのであれば、

餌を与えることは止めましょう。

【問い合わせ先】
　住民生活課

　蕁73-0123

 （衛生・環境係）

野良犬への餌やりは止めましょう
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〈平成31年4月1日時点〉 18,637人 （前月比－16人）  男：8,982人　女：9,655人 7,428世帯 （前月比＋13世帯）


